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1. 緒 言 

日本に設置されている太陽電池の多くは年間の

平均受光状態を良好にするため、南方に高度角

30[deg.]で固定設置されている。そのため実際に

太陽電池に入射している日射量は日本の一日あ

たりの日射積算量の 9～11[MJ/m
2
]よりも少ない。 

先行研究において、太陽光追尾装置を導入す

ることで終日の発電電力量が水平に設置した太陽

電池に対して 63[%]増加した。高度角の可動範囲

を 100[%]から 33[%]に制限した計測では、水平設

置型の太陽電池に対して 40[%]増加することまで

が明らかとなっている [1]。 

日本では太陽電池が設置されているのは主に

屋根の上である。屋根に設置が可能な太陽光追

尾装置を開発することで発電電力量の増加が期待

できる。この装置を開発する上で、機械的強度や

安全性を考慮して可動角を制限する必要がある。 

本研究で用いる太陽光追尾装置は、各軸の可

動範囲と発電電力量の相関関係を明らかにするこ

とを目的とし、その計測は通年で連続して行う。本

装置用の自動計測システムを通年で用いるには、

負荷であるバッテリを中心として、保守の頻度を低

減する必要がある。そこで本研究では自動計測シ

ステムの改善と追尾装置の防水対策を施す。 

2. 太陽光追尾装置 

        

 

 

 

図 1 太陽光追尾装置 

太陽の位置は図 1 に示すように方位角 θa・高度
角 θe で表す。日時及び測定地の緯度・経度をもと
にして、太陽の軌道の近似式より算出する。 

本太陽光追尾装置は、太陽電池を方位角 θa と
高度角θeの2軸で回転し受光面に対して太陽光が

垂直に入射するようにする。 

3. 自動計測システム 

図 2に示す自動計測システムは固定設置された

太陽電池と太陽光を追尾する太陽電池との発電電

力を通年で計測する。太陽電池の動作点は接続さ

れる負荷に影響されるので MPPT により最大電力

点で動作させ、二次側を並列にする。負荷として使

用するバッテリの過充電を防ぐために、過充電防

止回路でハロゲン灯を用いて余剰電力を放電す

る。 

  

 

 

 

図 2自動計測システム構成図 

4. 過充電防止回路 

         

  

 

 

 

図 3 過充電防止回路 

 バッテリの過充電を防止するために過充電防止

回路が必要である。そこでバッテリ電圧が基準電

圧を上回ると放電する回路を製作した。ヒステリシ

スを設けることで放電開始の基準電圧と放電終了

の基準電圧に差を付け、放電回路の発振を抑制

する。 

 

 

 

 

 

 

図 4 過充電防止回路の動作試験 

 製作した過充電防止回路の長時間での放電試

験を行った。本試験では太陽電池に変わり安定化

電源でバッテリを充電する。また、ヒステリシスの適

切な動作を確認するために、適正充電電圧を変化

させた。図 4 に示す結果より、放電開始電圧・放電

終了電圧に対応して放電電流が出力されることを

確認した。長時間の動作も安定しており、本回路

は実用に耐えうるものと考える。 

5. 結 言 

 製作した過充電防止回路は、長時間でも安定し

て動作をすることが明らかとなった。よって本回路

を付与することで保守の頻度を低減することができ、

通年での計測ができるものと考える。 

6. 今後の展望  

 計測システムに過充電防止回路を付与し、追尾

装置の防水対策を施して通年での計測を行う。 
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